
令和 5 年度 

日本大学 学生 FD CHAmmiT 

学部提案書に基づく改善報告書 



日本大学では，FD 活動に学生の声を反映させながら教育力の向上を目指すべ
く，平成 25 年度より，16 学部 95 学科，短期大学部４学科，通信教育部を対象
に学生・教員・職員が一堂に会して学生 FD や本学の教育について理解を深め，
気軽な雰囲気の中で語り合う「日本大学 学生 FD CHAmmiT（ちゃみっと）」を
開催しております。全学規模のイベントとなっており，例年，各学部等から 200
名以上の参加者を得て開催しております。令和２年度及び令和３年度において
は，コロナ禍の影響により，オンライン（Zoom）開催いたしました。 
第 11 回目となる令和５年度においては，４年ぶりに完全対面方式で実施しま

した。「あなたにとって大学とは何ですか」という昨年度のテーマを踏襲した上
で，ChatGPT などの新しい技術が登場したアフターコロナの今だからこそ，大
学で学ぶ意義等を話し合い，自身が思い描いた大学生活の理想と現実のギャッ
プについて，意見を出し合いました。それらを踏まえ，最終的に「理想の学部に
するための提案」「日大教育の未来のビジョン」を提案書として作成しました。 
学生からの提案を受けて，効果的な教育改善の実現に繋がるよう，経済学部に

おいて学生との協議の場を設け，学生・教員・職員の三者で協議した上で「学生
への回答書」を作成いたしましたので，御覧いただきますようお願いいたします。 
今後も経済学部では，教育の質や改善について検討を重ね，より良い教育環境

づくりに努めていきます。 
 
 
 
【参考 URL】 
日本大学 学生 FD CHAmmiT 
https://www.nihon-u.ac.jp/fd-center/fd/fd-chammit/ 



【経済学部】
令和５年度 学生FD CHAmmiT 学部提案書に基づく学生への回答書

１　学生との協議の場について
実施日

令和5年11月16日

２　経済学部から学生へのメッセージ

３　学部提案書の対応について

項目 対応済 対応中 検討中 対応内容

教育実習や公式行事，就職活動等に伴う授業欠席に
ついて，対応方法を具体的に明示してほしい。

○
担当教員の判断に委ねられる欠席等の対応方法に関しましては，授業内
でのアナウンスやその方法について，可能な限り配慮いただけるよう検
討課題とします。

学外での活動や帰省のために長期休暇を長くしてほ
しい。そのため1コマ90分の授業時間を長くして，
授業の回数を減らしてほしい。

○
授業時間と授業回数はすでに決まっているため，令和６年度の対応は難
しいですが，大学での学びの充実や学外での活動による教養を深めるこ
となど貴重な意見として受け止めております。

1コマの授業時間を増やし，授業時間内に個別に質
問・相談できる時間を作ってほしい。

○
令和6年度の授業時間と授業回数は決まっており，時間を延長することが
難しいため，現行の授業時間での教員による授業時間の工夫について依
頼を検討します。

学修機会を増やすために一年間における単位の修得
上限を増やしてほしい。
（現行：1年生42単位，2・3・4年生40単位）

○
教室の数や定員，履修者数等を整える必要があるため迅速に対応するこ
とは難しい状況です。上記の授業時間と合わせて，今後の検討課題とさ
せていただきます。

友達作りや留学生の交流など，学生同士が気軽な交
流ができるようなスペースを作ってほしい。
学生交流のために，学生企画のイベントができるよ
うに環境を整備してほしい。

○
現在建て替え工事を行っている敷地内に，学生が自由に使用できるス
ペースを設ける予定です。そこでの学生交流の機会の提供については検
討課題とさせていただきます。

実施内容

CHAmmiT参加者（教職員含む）及び学生スタッフ,教務課員の計５人がオンラインで実施しました。
60分程度学部提案書の理想の学部を実現するために協議しました。

講義の時間や回数，年間の教務日程に関して提案いただきましたが，令和６年４月より実施することは難しいとお伝えしました。提案については新たな視
点としてこれからの大学のために話し合い，これまでのやり方を見直す貴重な意見として受け止めました。ここ数年はコロナ禍ということもあり，学生間
の交流を図ることもためらわれていました。今回学生交流に関する提案をいくつかいただいたことをきっかけにして学生交流の場について考えておりま
す。「理想の学部」のための積極的な話し合いにより様々な提案をいただきましたこと感謝します。提案いただきました課題について協議し，より良い学
部にするため改善に努めてまいります。

　「理想の学部」にするための提案について

※令和６年４月１日現在の対応内容となっており，今後の状況によって変更する可能性があります。
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